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平成１４年（２００２年）１２月　アシスト株式会社退職

方向性を決めるための中長期の計画が横浜市から示され、山中市長の

公約の実現性も含め議論を重ねてきました。その結果、昨年末に横浜市の
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が決まったからといって財源などを無視するようなことがないように、しっかりと

３、私たち市民が市政（政治）に参加する流れをつくります。

市会議員５期目

４、子や孫のために持続可能な横浜（社会）をつくります。

栄区から横浜を変える！

２、大桑まさたかの政務活動費を公開し続けます。

　この附帯意見は、「横浜市から示された中期計画はおおむねこれまでの

第２４２号

ＪＲ大船駅・ＪＲ本郷台駅・ＪＲ港南台駅で配っていきます！

１、選挙の前も選挙の後も駅前に立ち続け新聞（広報）を配り続けます。

大  桑 １月号

横浜市の政策を踏まえてのものになっているため、横浜市議会としてその

栄区から、しがらみのない市政（政治）を実現します！

よろしくお願いします！

中期４か年計画に対して議会として附帯意見をふして確定しました。

横浜市の財政は人口減少などもありとても厳しくなっていくので、今後の計画

桑

Ｈ　Ｐ　　　：　　 http://m-okuwa.net/ 平成１９年（２００７年）　４月　横浜市会議員　２期目当選
平成２１年（２００９年）　９月　明治大学　専門職大学院修了

横浜市立小山台小学校入学

議会と議論をしながら進めるように」ということを記したものになっています。

方向は認めるが、横浜市の財政ビジョンにも示されたとおり、これからの

大桑正貴（おおくわまさたか）

平成２７年（２０１５年）　４月　横浜市会議員　４期目当選

　　　　　　　　　　　　　　　　JR大船駅・JR本郷台駅・JR港南台駅、いずれかの駅で配布しております。

平成２３年（２０１１年）　４月　横浜市会議員　３期目当選

平成３１年（２０１９年）　４月　横浜市会議員　５期目当選
E－mail 　：　　 m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp

横浜市中期４か年計画について

平成１５年（２００３年）　４月　横浜市会議員　初当選

聞大

横浜市会議員　大桑正貴（市政報告書）

ＦＡＸ　　　　　：　　　０４５－８８４－４９１７

大分県立大分舞鶴高校入学（１年次冬、転勤で横浜へ戻る）

昭和４８年（１９７３年）７月４日生まれ横浜育ち　　血液型A型

ＴＥＬ　　　　　：　　　０４５－８９２－５１８７

　これまで何度も書かせて頂きましたが、昨年８月にこれからの横浜市の

市会議員としての約束



　大桑新聞ではみなさまとともに、 　ＨＰ　   ：　http://m-okuwa.net/

広聴費
会議費

０円
３，１８９円

確保するのか」、「その事業費をどのように捻出するのか」という部分です。

０円
１０６，６３５円

１２，７３２円０円
事務所費

５８９，４６４円です。

１１月の支出合計は

事務費

３７７，４７２円
０円

　最後に、私は栄区のことを中心に、横浜市で起きていることをお伝えしています。

　　　８９，４３６円調査研究費

しかし、これについては中期計画に附帯意見をふしたように、温かい給食を

医療費の中学校卒業までの無償化などについて議論していくことになります。

この考えをもとに大桑新聞を作成していきますので、よろしくお願いします。

これは、私は「知って頂くことが何よりも大切」だと考えているからです。今後も、

資料作成費
研修費
広報費

資料購入費
人件費

０円

１１月分の収支報告（収入は政務活動費５５万円/毎月）

今月の支出の内訳

　　令和４年度１１月現在の政務活動費累計残高は１０１，４８７円です。

　令和５年第１回市会定例会ですが、１月３０日（月）から３月１６日（木）で

１日中、事務所に人がいる体制をとることは難しいので、連絡をして頂いた時

それにくわえて課題になってくるのは、今後、すべての中学生がデリバリー型の

開催される予定となっています。日程の変更があれば改めてお知らせします。

　さて、この定例会では横浜市の令和５年度の予算について議論することに

近況報告

なっており、昨年末に附帯意見をふして可決した中期計画にあるように、小児

望む声やアレルギーなどにどう対応していくか工夫が必要になってきます。

　次に、私の事務所についてですが、桂町から笠間に移動し、少しずつですが

　E-mail ：　m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp　栄区について考えていきたいと思っております。

給食を食べるとなると「大量の給食を保管する場所を各中学校にどのように

にデリバリー型の給食を届けたあと時間内に全生徒の手元に届け、食べ

を新しくやるためには、何かを削るしかありません。今後もご報告いたします。

　その他には、敬老パスを本当に無料にするのか、出産費用を横浜市がどう

負担していくのかなど、議論をしないといけない政策があります。ただし、何か

今は物価が高騰していますので建設費用も高くなるでしょうし、すべての中学校

終わったあとはどう回収するのかなど課題がまだまだ残っています。

事務所に人がいる体制を取れるようにしております。しかし、土日なども含め、

予算などについて具体的に議論していくことになります。

横浜市でも徐々に進めていた小児医療費の窓口負担の軽減について、令和５

８年から基本、すべての中学生が食べる方向で議論をしていくことになります。

横浜市の令和５年度予算について

　次に中学校給食については、現在実施しているデリバリー型の給食を令和

　近況報告にも書いたように令和５年度予算について、１月３０日（月）から

に不在の場合は、留守番電話へのメッセージ、またはＦＡＸをお願いします。

議論が始まります。この定例会の中で山中市長の公約でもあり、これまでの

年度の早期に「中学３年生までの医療費を無料にしよう」という議論を、その


